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は じ め に

ナ モ グ リ パ エ Chromalomyia horlicola (G OllI 1EA lI) 
は， 欧州， ア フ リ カ の ほ か， 中東， イ ン ド や 東 ア ジ ア な
ど ア ジ ア 全域 に 広 く 分布す る 。 北海道 に お い て ， 本積は
古 く は ナ ノ ハ パ エ ( ナ ム グ リ パ エ ) Phytomyza ni" 
grz cornおMACQlIA HT (桑山， 1926 ) ， あ る い は エ ン ド ウ ハ
モ グ リ パエ (腕豆葉潜蝿) P alrz" corn is M印刷 と し て
記録 さ れ (遠藤， 1953) ， 現在 に お い て も そ の 被害 は エ
ン ド ウ の ほ か， レ タ ス や シ ュ ン ギ ク な ど の軟弱野菜や花
き で恒常的 に 発生 し て い る 。 本種 に よ る 被害 は ， 幼虫 の
葉への寄生が外観 を 損ね， 商品価値 を 低下 さ せ る も の が
主 体であ る が， サ ヤ エ ン ド ウ で、は着花不良や爽の尊への
幼虫の食入に よ っ て収穫物が規格外 に な る 被害 も 多発 し
て い る (写真) 。 し か し ， 本種 に 対 し て 登録 の あ る 殺虫
剤 は 少 なし栽培農家 は 防除対策 に 苦慮 し て い る の が現
状であ る 。

本文 で は ， 本種の 発育所要 日 数や発育零点 な ど か ら 北
海道 に お け る 発生経過 を 明 ら か に し ， 殺虫剤感受性や防
除薬剤 な ど に つ い て 検討 し た 結果 を 紹介す る 。

I 生 態 と 被害

1 被害

本種の寄主植物 に つ い て ， 日 本で は マ メ 科， ア ブ ラ ナ

科， ユ リ 科 な ど 1 5 科 66 種 が 記 録 さ れ て い る が

(SASAKA IVA， 196 1 ) ，  S i'ENCE H ( 1 973) に よ れ ば 35 科 に 達

する 。 台湾で被害が大 き い の は ダイ コ ン， エ ン ド ウ ， ア

マ ， ネ ギ， キ ク な ど で あ る が (王 ・ 楊， 1986 ) ， 生活文

化の近い我が国 に お け る 被害作物 と 類似する 。 こ れ に 対
し て ， 中東や イ ン ド で は 冬季 に 栽培 さ れ る エ ン ド ウ で被
害が大 き く (AL-AZA IVI ， 1966 ; PI IASA D  et aL， 1984) ， と く
に イ ン ド で は ナ タ ネ や カ ラ シ ナ ( マ ス タ ー ド ) ， タ カ ナ
な どア ブ ラ ナ 科野菜の重要害虫 と な っ て い る 。 被害 に つ

い て も ， イ ン ド で は葉への幼虫 の 多寄生 に よ る 収量低下
が問題 と さ れ る の に 対 し て ， 日 本 で は軟弱野菜や花 き な
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ど で外観上の 品質低下が問題 と さ れ る 。
2 発育所要日 数 お よ び増殖

各地で採集 さ れた 個体群で， 各態の発育所要 日 数が調
べ ら れ て い る (表 1 ) 。 北海道の個体群 で は ， 卵 か ら 羽
化 ま での期間 は， 15'Cで 30 . 5 日 ， 25'Cで は 14 . 4 日 と 半
分以下 に 短縮する が， 25'Cでは成虫の羽化率 は低下 し ，
高温 に よ る 発育障害が認 め ら れ る 。 ま た ， 北海道の個体
群の発育所要 日 数 を 京都 お よ び台湾の個体群の そ れ と 比
較する と ， 幼虫お よ び嫡期間 は ほ ぼ同 じ で あ っ た が， 卵

表-1 ナモグリパエ各態の発育所要日数

温度 供試個体群の採集地

(T) 北海道n) 京 都b) 台湾c) イ ン ド 北部d)

glì 15 7 . 6  4 . 4�4 . 6  

20 5 . 1  

2 1  2 . 7  
25 3 . 1  

室温 ( 1 6�22) 1 . 6  

幼虫 1 5  
2 0  

8 . 6  9 . 2�9 . 6  

5 . 0  

5 . 9  

4 . 2  

14 . 3  1 4 . 0�14 . 6  

8 . 8  

7 . 5  

7 . 1  

3 . 3  

9 . 5  

2 1  

25 

室温

焔 15
20 
21 

25 

室潟

成虫雄 21 

室温

6 . 0  

10 . 2  

雌 21  2 1 . 6  

室 温 27 . 0  

産卵前期間 室温 5 . 4  

産卵期間15 14 . 6  
2 1  34 

室温 19 . 3  

産卵後期間 室温 2 . 9  

総産卵数 15 126 . 5� 
901 . 3  

2 1  475 . 3  

室温 294 . 0  

注) a) 水 越 ・ 戸川 ( 1999) . b) 吉田 ・ 笹川 ( 1 975) . ç) 王 ・ 楊
( 1986 ) .  d )  SI I A HMA e t  al . ( 1994) . 
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期間は京都の そ れ よ り か な り 長 い こ と がわ か る 。 イ ン ド
北部で は室温下 ( 16 �220C) で発育所要 日 数が調査 さ れ

て い る が (SI IARMi\ et al . ，  1997) ， 筆者 ら の 200C に お け る
そ れ に近い。

本 種 は， 羽化 2�3 日 後 か ら 産 卵 を 開 始 し ， 産 卵 は
19�34 日関連続す る 。 1 日 当 た り の 最大産卵 数 は 10 個

で( SI IA llM i\ et al . ，  1997) ，  1 雌当 た り の平均産卵数 は台

湾 で は 476 個 ( l44�1 ， 057 個) ， イ ン ド 北部 で は 294 個

( 100�6 4 1 個) と さ れ る (王 ・ 楊， 1986: SI IARM i\ et al . ，  

1994) 。 吉 田 ・ 笹 川 ( 1975) は ， 成 虫 の 日 齢 が異 な る 雌

雄 を 組み合わ せ た 場合 の 1 雌 当 た り 平均産卵数 は 127 f聞
か ら 901 個 と 大 き く 異 な り ， 成虫の 日 齢が産卵数 に及ぽ
す 影 響 は 明 ら か に で き な か っ た と し て い る 。 一 方，
S IIA I IMA et al .  ( 1994) は餌植物 と し た エ ン ド ウ の 品種 に
対す る 選好性の違い な ど も そ の原因 と 推測 し て い る 。 成

虫生存期聞 は， 室温下 ( l6 �22OC) で は 雄 は 10 日 で あ

る の に 対 し て ， 雌 は 27 日 と 長 く ， 一世代 あ た り 生存 日

数につ い て も 雄 は 18�39 日 で， 雌 は 31�55 日 と 雄の 2

倍近 い (SIIAllMA et al . ，  1994) 。 成虫 は葉に 小 さ な穴 を あ

け， 吸汁 し た り 産卵 し た り す る が， こ う し た 傷 は いずれ
も 白い斑点 と な っ て 残 る (以下， I吸汁 ・ 産卵痕J と 呼

ぶ) 。 吸汁 ・ 産卵痕は エ ン ド ウ で は 葉 の 表面 よ り も 裏面

に 多 く 見 ら れ る (吉田 ・ 笹 川 ， 1975: SINGI I  et. al . ， 

1986 ) 0 吸汁 ・ 産卵痕の う ち 5�10%が産卵 痕 と 推察 さ

れ る (戸川 ・ 水越， 1999) 。 ふ化率 は 96 % と 高 い (王 ・
楊， 1986: SI IAHMi\ et al . ，  1994) 。

北海道の個体群 に お け る 温度別 の発育所要 日 数か ら 算
出 さ れた 発育零点 は， 卵 で 8 .6 0C， 幼虫 お よ び婦は各々

4 . 9， 4 . 70C， 卵 か ら 成 虫 羽 化 ま で は 6 . 00Cで あ っ た
(表 2) 。 有効積算温度 は， 卵 は 52 . 5 日 度， 幼虫 は 81 . 7 
日 度， 踊 は 141 . 3 日 度 で， 卵 か ら 成虫羽化 ま で は 27 0 日

度 で あ っ た 。 本種 の 発育零点 を ナ ス ハ モ グ リ パ エL ir.
iomyza b ryoniae (鄭， 1994) や マ メ ハ モ グ リ ノ f エL .
trif olii (西東 ら ， 1995) の そ れ と 比較 す る と (表 2) ，

卵の発育零点 は ほ ぽ同 じ だが， 幼虫お よ び婦の発育零点

は か な り 低 く ， 本種が両種 よ り 低温 に 適応 し た 昆虫 で あ

る こ と が分か る 。

本種の発育零点 お よ び有効積算温度 か ら ， 北海道 に お

け る 本 種 成 虫 の 出 現 時期 の 推 定 と そ の 検証 を 試 み た
(図ー1 ) 。 北 海道 で は 本種 は 踊 越冬 で あ る た め (遠藤，

1953) ， 融 雪 日 後 の 4 月 1 日 を 起点 と し て 推 定 し た 第 l

回成虫 の 出現時期 は 5 月 中旬で， そ の 後 は 6 月 中句， 7 

月 上 中旬， 7 月 末， 8 月 中下旬， 9 月 上旬， 10 月 上旬 と ，

一年間に 7 回成虫が 出 現す る と 推定 さ れ た 。 一方， ビ ニ

ー ルハ ウ ス 内 に サ ヤ エ ン ド ウ を連続 し て 5 作栽培 し ， 吸

汁 ・ 産卵痕を調査 し た と こ ろ， 第 1 回 目 の ピ ー ク は 5 月

中旬， 第 2 回 目 の ピ ー ク は 6 月 後半， 以後 7 月 中下旬，
8 月 上旬， 9 月 上旬， 9 月 下旬， 10 月 下旬 に ピ ー ク が見

;ji 示日
数 : : 

事3叶 r1
= 200� /1 /1 11 /1パAハ
温 l 凋 11/111/1/1/
度 1 001- /1 / 1 / 1 / 11 11 1 / 
日 l 1 1/ 11 11 V 11 11 1 � 
麿 l レ ぺ

4 5 6 7 8 9 1 0  11 月
争一---サヤエン ドウ第l作.日 -"第 2作 唱第3作，

一一第4作.ト4第5作

図-1 サ ヤ エ ン ド ウ に お け る ナ モ グ リ パ エ被害 の消長 と
有効積算温度 か ら推定 し た 成 虫出現日 ( 1 997， 大
野町)

表-2 ブモ グ リ パエ各態の発育零点 お よ び有効積算温度 と ナ ス ハ モ グ リ パエ お
よ びマメハ モ グ リ パエ の発育零点 と の比較

ナ モ グ リ パエ剖

C. horticola 
態

発育零点 有効積算温度
(T) ( 日度)

卵 8 . 6  52 .5 
幼虫 4 ‘9 8 1 . 7  

ナ ス ハ モ グ リ パエ同
L. bηonzae 

発育零点
('C) 

7 . 1  
7 .1 

マ メ ハ モ グ リ パエ叫
L. trijolii 

発育零点
('C) 

8 . 0 
8 .9 

踊 4 .7 14 1 7 . 7  10 . 1  
卵~蝋 6 . 0 27 0 7 目 9 . 5

注) a) 水越 ・戸川 ( 1999) ， b) 鄭 ( 1994) ， c) 西東 ら (199 5) . 
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ら れ， 先 に 推定 し た成虫出現日か ら や や遅れて一年間 に
7 回 の ピ ー ク が認 め ら れ た 。 10 月 下旬 に は 1Q.C以 下 で
ピ ー ク が見 ら れて い る が， こ れ は低温に よ っ て サ ヤ エ ン
ド ウ が伸長 せ ず， 展開葉 に 被害 痕が 集 中 し た た め で あ

る 。 こ れ ら の発生消 長 は ， 札幌市 (遠藤， 1953) や 岩手
県 (千葉， 1983) に お け る 発生消長 と も ほ ぼ一致 し て お

り ， 北海道南部 で は年間 7 世代 を 経 過 す る と 考 え ら れ

る 。

3 被害 と気象要因の関係

北海道 に お け る 日平均気温 と 被害痕の発生 と の 関係 を

見 る と ， 被害痕は 日 平均気温がWC を 超 え た 4 月 か ら

観察 さ れ始 め ， WC と な っ た 6 月 中旬 に 大 き く 増加 し
た 。 7 月 中旬以降， 20.C以上 に な る と 逆 に 被害痕数 は 減

少 し ， 9 月 中旬に お よ そ 15.C に ま で低下す る と 被害痕数

は再び増加 し た 。 こ れ は， 黒 田 ( 1938) が京都府 に お い

て 日 平 均 気 温 がWC以 下 で は 幼 虫 密 度 は 低 く ， 15� 
20.Cで高 ま り ， 20.C を 超 え る 7---- 8 月 に は 著 し く 低下 し

て ， つ い に は 全 く 見 ら れ な く な る と し た 報告 に 一 致 す
る 。 イ ン ド 北部で も ， 12 月 に 入 っ て 平均気温が 18 . 5.C

ま で低下する と 発生 し ， 15.C前後で推移する 1 月 後半 に
盛期 と な る と い う (PRASA D et a l . ，  1984) 。 ま た ， 本種の

株当 た り 踊数 と 最 高気 温 の 聞 に は 負 の 相 関 関 係 が 見 ら
れ， 相対湿度 に つ い て は 早朝 に 90%程度 と 高 く ， 夕刻

に 45%程度 と 低 い 場合 に 発生 が 多 い と さ れ る (PllASAD

et al . ，  1984) 。
4 季節移住の可能性

黒田 ( 1938) は， 本種が夏季 に 認め ら れ な く な る 現象
に つ い て ， 気温の低 い 山地や 渓谷 に季節移住す る 可能性
を 示唆 し て い る が， 北海道南部 で は 夏季 に も 低密度 な が
ら 発生 は確認 さ れて い る 。 北海道北部で行わ れた レ タ ス

の害虫調査で も ， 夏季 の 平均気温が 20.C を 超 え た 日 が

少 な い 冷涼年 に は 本種 の 加 害 が 多 く ， 1998年は被害が

特 に 多 か っ た と さ れ る (橋本， 未発表) 。 夏 季 の 発生密

度 の減少 と 季節移住 と の 関連 は現在の と こ ろ不明であ る
が， 筆者 は む し ろ 日 本海洋上の観測船調査で， イ ネ ミ ギ
ワ パ エ な ど と と も に 本種が数多 く 採集 さ れ て い る 現象

(服部 ら ， 1988) に 注 目 す る 。 こ の 点 に つ い て は 今後 の

検討課題であ る 。

E 薬 剤 感受 性

筆者 ら が殺虫 剤 7 剤 に つ い て 行 っ た 感受性検定結果
(表-3) で は ， 有機 リ ン 系 の イ ソ キ サ チ オ ン 水和 剤 お よ

び ネ ラ イ ス ト キ シ ン 系 の カ ル タ ッ プ 水 溶 剤 に 対 す る
LC5 0値 が 各 々 87 . 8， 26 7 .6 ppm， LC95 値 も 1 2 5 . 9 ，

6 02 . 9  ppm と 比較的高 い感受性 を 示 し た 。 同 じ 有機 リ ン

系 で も PAP に 対 す る LC5 0値 は 2503 ppm と 大 き し

ま た ア セ フ ェ ー ト 水和剤 に 対 す る 感受性 も 低 い と 考 え ら

れ て い る (戸川 ・ 水越， 1998) 0  IGR 系 で は， フ ル フ ェ

ノ ク ス ロ ン乳剤 に 対 す る LC5 0値 は 173 .6 ppm と 比較 的

小 さ か っ た が， 2 0 0  ppm 以 上 の 処理 区 で も 70% 以 上 の

死虫率 は得 ら れず， 実 用 的 な 防除効果 は や や 低 い と 判断

さ れた 。 ジ ブ ルペ ン ズ ロ ン水和剤 は， 高濃度 区 で も 死虫
率 は 1 1 % ほ ど で あ り ， 防除効果 は 低 い と 見 ら れ る 。 合

成 ピ レ ス ロ イ ド 系 の ペ ル メ ト リ ン 水和剤 に 対 す る LC5 0

値 は 797 . 3 ppm で， 本剤 に 対 す る 感受性 は 低 か っ た 。
な お ， マ メ ハ モ グ リ パエ も 有機 リ ン 剤や合成 ピ レ ス ロ

イ ド 剤 に 対 し て 感受性が低 く ， イ ソ キ サ チ オ ン， カ ル タ

ッ プ， フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン に 対 す る LC5 0値 は 各 々 33，

表-4薬剤j散布後に成虫を放飼したサヤエンドウ幼植物における

吸汁・産卵痕数と幼虫数

薬 剤名
数
一

拙

幼
一

蝕
数痕回開vd開ヲ産•

 

汁吸数倍釈稀

アセフェート水和剤 1，000 640 67 3 

イソキサチオン水和剤 1，000 154 。 2 

PAP乳剤 1，000 710 94 3 

ベルメトリン水和剤 1，000 374 61 

カルタップ水溶剤 1，000 169 6 

ジフルベンズロン水和剤 1，000 839 94 。
プルフェノクスロン乳剤 1，000 1，055 44 23 

無 処 理 1，151 116 。
注) 試験方法は，セルトレイに栽繕したサヤエンドウ幼植物に薬

液を散布.風乾後に成虫を3日開放飼し，散布9日後に調査

した.

表-3 サヤエンドウに寄生させたナモグリパエ幼虫の薬剤感受性

系 統 薬 剤名
有効成分 LCso LC.s 

( % )  (ppm) (ppm) 

有機リン系 イソキサチオン水和剤 40 87.8 125.9 

有機リン系 PAP乳剤 50 2503 13540 

合成ピレスロイド系 ぺJレメトリン水和剤 20 797.3 7907 

ネライストキシン系 カルタップ水溶剤 75 267.6 602.9 

IGR系 ジアルペンズロン水和剤 23.5 23970 

IGR系 フルブェノクスロン乳育l 10 173.6 1370 
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236， 10 3 ppm と 比較的小 さ い こ と が知 ら れ て い る(西

東 ら ， 1 992) 。 今回のナモ グ リ パエ の感受性検定結梨 は ，
こ のマ メ ハ モ グリパエ の 感受性検定結果 と 類似 し て い

る。
本種に 対する殺虫剤 7 剤 の作用特性 は ， サヤエ ン ド ウ

幼他物 を 用 いた室内試験 に よ っ て 調査 し た(表-11) 。 イ

ソ キ サ チ オ ン 水和剤お よ び カ /レ タ ッ プ水 溶 剤 は 高い産卵
l汲汁阻害作用 を 示 し た。 こ の 2 剤 に つ い て は ふ化幼虫数

も 筏 め て少な く ， 日 いふ化阻害作用 も 認め ら れた。 プル
フ ェ ノ ク ス ロ ン 乳剤 に は ， 産卵l政汁阻害作用お よ びふ化
阻害作用 は認め ら れ な か っ たが， ふ化後の幼虫の死虫率
は 明 ら か に 高く， 発育阻害作mが認め ら れた。 ぺ/レ メ ト
リ ン 水 利 剤 に は， 産卵l汲汁阻害作J'ljが認 め ら れた も の
の， ふ化阻害作用 は認め ら れな か っ た。 ア セ フ ェー卜水
和斉Ij， PAP 乳 剤， ジ フ lレ ベ ン ズロ ン 水 荊|剤 に つ い て は

産卵吸汁阻害， ふ化阻害， 発育阻害の い ずれの作月] も 低
カ3っ た。

皿 防 除 対 策

1 化学的防除

土壌施用殺虫 剤 で は， エ チ /レ チ オ メ ト ン 粒 剤が有効で

あ っ た と す る幸日告(AL-AZi\\\" 1 966; 中 田 ・ 後ji長，

1 967 ;千葉， 1 98 3) と ， 防除効果 は認め ら れ な か っ た と
す る報告(津1:1:1， 1 98 6) が ある。 海外で は ， 有機 リ ン 系
の フ ォ レ ー卜粒 剤お よ び カ ーパ メ ー卜系 の ア ノレディカ ー

ブ 粒 剤 が有効(AL-i\ZA\\" 1 966; N，II<lIYANA and Sil:\E;叫

1 98 4  ;王・楊， 198 6) と さ れ， ア ルデイ カ ル ブ粒斉11 は フ

ェ ン パ レ レ ー ト 乳 剤の茎葉散布 と の組み合わせで最 も 高
い|勿除効果 を 示 した(NiIHA、!lNA and SA:\ENil， 1 98 4) 。 カ

ーパメ ー ト系 の カ ルボフ ラ ン 粒 剤 は ， 准*- と 創:1み合わ せ

るこ と で 防 除 効梨 は 高 ま る と さ れ る(PRASAI) et. al.， 

1 988 ) 。
茎葉散布殺虫剤 に つ い て ， 三fJ・者ー ら がð!!l加温 ビニ ー/レハ

ウ ス に 栽培 し たサヤエ ン ド ウ で行 っ た防除試験 で は ， イ

ソ キ サ チ オ ン 水和剤お よ び カ Jレ タ ッ プ水 溶 剤の散布区で
生幼虫が ほ と ん ど認め ら れず， 感受性検定の結果を哀づ
けた。 PAP 乳剤に つ い て は， 防|徐効果が認め ら れた と
す る報告があるが(津圧し1 98 6) ， 筆者 ら の 試験 で は 感
受性 は 低く， 1切除効果 も 認め ら れ な か っ た。 こ の ほ か，
有機 リ ン 系 で はMEP乳 剤お よ び ダ イ ア ジノ ン 乳 剤 は 有
効だが， マ ラ ソ ン 乳剤お よ びNAC 水 平日剤の効果が低 い

と され て い る(千葉， 1 98 3) 。 海外 で は， イ ラ ク (AL
M八11" 1 966) や イ ン ド (SINGII et. al.' 1 98 6) ， 台湾(王 ・

場， 1 98 6) な どで殺虫剤 に よ っ て は 優れた防除効梨が報
告さ れて いるが， そ の ほ と ん ど は 外国で の み使用 さ れて
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いる薬剤であ り ， 我が固で上市 さ れ て いる薬剤 のrllで有
効 tlが 報告 さ れ て い る の は ブェ ン パ レ レ ー ト 乳刑

(NAI�川ANA and SA:\ENA ， 1 98 4) な ど に すぎ な い 。 なお，
イ ラ ク で はマラ ソ ン や DDVP， NAC の効果 は 低 い と さ

れて いる(AI 八Z八11'1， 1 966) 。

2 耕種的防除

現状で は本種 に 対 し て登録の ある有効な 防除薬剤が少

な い こ と や， 近年の減114薬指向 に よ っ て ， 良薬以 外 に よ
る防除法 も 求 め ら れる。 井口 ( 995) は， ハ ウ ス の被型

資材に 紫外線除去フ ィlレ ム を用 い る こ と でエ ン ド ウ の被
害築率が 60 � 90%ほ ど 低減す る と し て お り ， こ れ は 外

部か ら の侵入忌避作用 に よ る も の と 推測 し て いる。 シ ル
ノてーポ リ マル チ フ ィル ム に よ る被害抑制効梨は， シ ュ ン

ギ ク で日 い の に 対 し て (菊池， 1 997) ， サ ヤ エ ン ド ウ で

は 認 め ら れて お ら ず(津 田 ， 1 98 6) ， こ れ は 茎葉の伸張

に よ っ て思避効裂が低下 し た こ と が原休| と 推測 さ れる。
シ ルパー テ ー プの 防|徐効果 は ， シ ュ ン ギ ク で は認 め ら れ

て い な い(菊池， 1997) 。
3 生物的防除

本種 を 対象 と し た生物農薬 は 開発 さ れ て い な い が， 本

主fiの寄生!蜂 は囲内 で 20 種 が 確認 さ れ て い る(Ti\l(八日A
ancl K川IIJO， 1 979 ) 。 年一手"- は ， サヤエ ン ド ウ でマ メ ハ モ グ

リ パエ Jnの生物良薬 「マイネ ッ ク ス 」 の効果確認試験 を

行っ た 結 梨， 被手了を か な り il盗減 さ せ る こ と が で き た
(1支卜 2) 。 本 剤 に は ， ハ モ グ リ コ マユパ チ DaclI1111sa

sibirica '1'ELENG八 と イサエ ア ヒ メ コ パチ D怒らφI1/(S isaea 
(W八l.l( 1，: I� ) の 2種が含まれ て いるが， 後 者 は ナモ グ リ パ

エ の符生 蜂 で も あ る こ と か ら ('1'，11(，1])，1 ancl K八Ì\![jO，

1 979) ， ハ ウ ス 栽桝の軟弱野菜ーな ど でナモ グ リ パエ 防 |徐

に 応用で き る も の と 考 え ら れる。

図-2 寄生蜂(マイネックス)放自';11天Ur:lとかりï\(剣|孟

(;(，)におけるリヤエンドウの被�1;.1犬況
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お わ り に

北海道 に お け る レ タ ス ， サ ヤ エ ンドウ ， シ ュ ンギ ク の
1998年に お け る 総作付面積 は そ れ ぞ れ 588， 193， 45 ha 

であ っ た 。 サ ヤ エ ンド ウ と シ ュ ンギ ク は ， 1 市町村 あ た

り の作付 け面積 は 20 ha 以下 と 小 さ い が， 地域特産作物
と し て 位置 づ け ら れて い る 所 も あ り ， 重要な作物の ひ と

つ と な っ て い る 。

本報告では， 北海道 に お け る 本種の生態や， 有効薬剤
お よ びそ の作用特性 な ど を 紹介 し た が， 生態 に は い ま だ

不明の部分が残 さ れ て お り ， 有効薬剤 に つ い て も 残効期

間や散布適期 な ど は 明 ら か に さ れて い な い。 本種 に対 し

て 登録の あ る 薬剤 は 少 なしそ の一方で主作物の作型 は

多様化 し て い る こ と か ら ， 耕種的対策や生物的防除法 な
ど を含 め た 総合的 な 防除体系 を 確立す る 必要が あ る 。
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書 評
「花と緑の病害図鑑 ( 付 ・ 主要害虫解説) J

堀江博道 ・ 高野喜八郎 ・ 植松清次 ・
吉松英明 ・ 池田二三高 編集

A5判， 550ページ， 定価 ( 本体 14，000円+税)
全国農村教育協会 発行

本書 は花 き 95 種， 鑑賞樹木 125 種， 果樹 17 種， 芝 3
種， 計 240 種の植物 に つ い て ， 植物別病害で は 650 種，
共通病害 30 種， 計 680 種 の 病害が掲載 さ れ て い る 。 ま
た ， 主要害虫 と し て 16 ク 守ル ープの 82種が掲載 さ れて い
る 。 、

前 半 の 400 頁 に お い て ， 病害 の 病徴写真 に よ り ， 症
状， 病原， 伝染方法， 防除対策 を 簡潔 に 解説 しでい る 。
こ れ に は ， 主要害虫 に つ い て も 30 頁以上 を割いで解説
し て い る 。 後 半 の 150 頁で は ， 花 と 緑 の 病害 防 除 と し
て ， 病気の発生 と 診断 の ポ イ ン ト か ら ， 植物 の病気 と 病
原， 症状 と 診断 に つ い て 総論が述べ ら れて い る 。 ま た ，
生産・管理場面での病害防除 と し て ， 農薬の基礎矧識，
農薬 に よ る 防除方法， 総合防除， 花 の体系 防除例お よ び
緑化樹木の病害防除が解説 さ れ， 家庭園芸での病害防除
ま で解説 さ れ て い る 。 さ ら に ， 主要な病原菌属の 図が記
載 さ れて い る の で， 農協等 に お い て 顕微鏡で病原菌の胞
子の形 を 見 て ， 簡単 な も の で あ れ ば生産者で も 病害 を診
断す る こ と が可能であ り ， も ち ろ ん病害虫 の指導者 ま た
は専門家 に も 非常 に役 に 立つ書であ る 。 ま た ， 付録 と し
て病原別 の有効農薬 の リ ス ト が付 い て い る の で， ニれ も
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活用範囲 が広ぐ非常 に 便利 で あ る 。
こ の よ う に6本書に は非常 に 多種類の花 き ， 鑑賞樹木

の病害が網羅 さ れ て お り ， 果樹， 芝 に 至 る ま で掲載 さ れ
て い る 。 ま た ， 1 種の病害 に つ い て ， 初期症状 ま た は全
景か ら 病斑のア ップ し た 2�3 枚 の 病徴写真 で病害 の 特
徴 を 的確 に 示 し ， 重要 な病徴， 病原， 防除対策 の ポ イ ン
ト が要領 よ く簡潔 に ま と め ら れて い る 。 さ ら に ， 本書に
は薬害， 光化学オ キ シ ダ ン ト に よ る 植物 の 被害 に 至 る ま
で解説があ り ， ["花 と 緑 に 関す る 主要な植物 と そ の病害」
に つ い て 網羅 し ， 重要な ポ イ ン ト を コ ン パ ク ト に 収録 し
て い る 。 ま た ， 主要害虫 に つ い て も 網羅 さ れ て お り ， 編
集委員 の代表者であ る 堀江博道氏が 「 は じ め に j で述べ
て お ら れ る よ う に ， 本書 l 冊 あ れ ば 「花 と 緑の病筈虫J
の 問題が ほ と ん ど解決で き る と 言 え る 。

花 き の 生産額 は 全 国 農産物 の 6%以上 を 占 め る に 至
り ， 重要 な 農産物 に な っ た 。 本年， 農林水産省の研究機
関が独立行政法人 と な り ， 野菜 ・ 茶業試験場か ら 花 き 研
究所が独立 し て 発足 し た 。 こ れ は わ が国 に お い て 花 き 産
業お よ び花 き 研究 の重要性が示 さ れた も の で あ る 。 花 き
は業務用のみならず家庭用でも大きな伸びを示してお
り ， 今後の成長産業 の ー っ と 考 え ら れ る 。 花 き の生産が
増加 し ， 家庭で も ガ ー デ ニ ン グ が益々 盛 ん に な る 時期
に ， 本書は真 に タ イ ム リ ー な 出版で あ る 。 した が っ て ，
農家 の生産者， 病害虫防除の 指導者， 研究管理者， 行政
関係者 は も と よ り ， 家庭の緑化植物 を鑑賞 す る 人達 に と
っ て も ， .本書 は「花と緑 の病害 虫iに関す る J座右の
書j と な る も の と 確信 し て い る 。 (手塚信夫)


